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鹿児鳥濁の海藻雑報

j'f/ r11 剛

1. 楼島国山池のタ二コケモドキ

鹿児島問，樫jJUの東北に|ぷl山と云って 77.4mの小高いj王がある。 本旅と

の地帯は北岳;熔岩で、あったが，安永熔矛fの流/:111ltLよってj!.ft部の大4こは埋めら

れ，その熔清流は 2分し吏に合流して山の1.&1tLi也を作った。とれをl!ltl山池と

栴している。とのr~í はw加が池の耐えi方より流れて来た誌に完全に接制してい

ても，下部は熔岩の隙間を通して海と辿り， i樹の干渦ーによって他の71'(も増減

している。 ー芥近いmでγ也と栴伴とは 10m 1¥/:である。 との池は)iIi]凶 200m

f¥L 7K深 3~4 mf立で東部と北部とは熔:!ñ-であり， 西部と南部とは闘01から

流れて来た土で、砂演の様11:なっている。 IP~大，内j民敬授の司rJ抗で・は此底には

ハマサジとウラギクの見事な:ilt落があり，ウラギクは休日::j1~ 1. う m にも挫す

るとヰt~ じている。 i也は外の海聞に比して臨分も甚だ少なく，水活lも低く，著

しく首!尚?である。Il'F年 7月 31FIの調査では外の栴水協28.30Cの時池の7KiKil

は 1G.370Cであって外ii:f.と 100C以上の三'fがある。 池にはウナギ，ボラ得が

活而に筏主!三&ひ:~下するダエコケモドキの11下/存

(ill根銀五郎氏搬滋)

一吋一山一

生投:し，池底にはアナア

ヲサ， アヲノ リ子与が生育

している。との池のFffん

ど)h]j;'，:i全部の岩間及び記

砂而iのが凶iltL Iま最千j捌紘

よりJ-.j;1 m位の帆にて

〕ー度マットを敷いたtJItL

紅諜知のタニコ ケモド キ

が平行生 L，或は岩からTIi:

下して赤糾色の幣を君主し

て見事主主景観である(幻

民参日H)。とのグエコケモ

ドキは主主次の調査ltLょっ
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ても米だ結資休は見られないが，いつも見事Zな主群落を7形l診予成していて?常首時生育

i旺圧』椛従で、村村1渇する著事4はt怒主く 3刻非|ド三γ守，?常j

f尚f句司とのグニコケモドキは府称{滞矧iとしても生f態岳的に興lI;j味M床tある 1磁霊f均布矧J必'j でで'~あうり ， VrE球
以外の木邦内に於ては鹿児向!院に於ては枕崎ilT，(時間旬弘昭和 14(，1三3月)，

口之永良部I(~の iffiLょiE壁J二， 主主に後比されているが，以前は宮崎j照的津町の鈴

木l.ii~íiÎ\の列二戸の 1:1 1 1'Cも殻凡されたとの報汗が残っているが，現在では殆んど

ととで、は見詰らない。(新UIr.P首長編， FI 向地名路~'Uç- ， たにとけもどき ， '.大il三

8 1， 1~)。

2， 長大のオホオゴノリ

H日和 23(，1三6i'J 25日，鹿児山水産専門感校裏の?初予に打揚げ.ていたと云う

taHIえの赤い海誕生nを，鹿児山ïli フノ リ 製浩t)~5，号のむ;変質右衛門氏が持参され

た引がある。調べて見るとオゴノリ j誕のオホオゴノ リ (Gmcilm.iar;ir;as)であ

り，休l云貨に 11，/6m にも出し， しかも部休の恭郁と先端とは詑"1で切れて

いるから完全な休では恐らく 14~15 m I'C挫したであろうとj目、われた。r:日:1オ木i 

j抑iんμj示引:諜;日京iE:5百誌~:&志;ぷ:にもオオ-ホオオ『ゴノリでで‘はt長七いものでで、 5m或は 1叩Om{仏伏l占なí:にも辻

ると;百記i氾己されているから珍らしいZ部!ιLでないかも知れ完危主いがご筆在者者.はカか、かる長大な

釦紅J諜J必4生必首知!丸nは木邦で.砂初初]従め〉てJ見i!.t.たc:::J司功Jf.で‘dあうり， 甚だ興味を感じた次第で・ある。 尚との

部休は何 3~4 m l11 位で ) iW¥ 'lj'f"l[でソj、校は少なく， 二次的の卸小枝を::{{し， !Pill

;{i:した諜県を械していた。 (鹿児島大経水産若返WID
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